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「燕三条ボキューズ・ドールプロジェクト」が高い評価を受けました 

世界最高峰のフランス料理コンクールにおいて、日本代表が使用するカトラリー

等のキッチンツールの製作を地域企業でプロジェクトを組織して取り組んできまし

た。この度、１月末に開催された本コンクールにおいて使用された製品は、料理と

ともに世界の料理関係者から高い評価を受けました。 

【ボキューズ・ドール国際料理コンクール】 
  1987年、世界で最も有名な料理人ポール・ボキューズ氏によって設立された 

世界最高峰のフランス料理コンクールで、２年に一度開催されます。 
  今年は1月27日(火)・28日(水)の2日間フランス・リヨンで開催され、24か国の

代表シェフが味や盛付けのみならず、国の独自性も含めた総合評価を競い合い、

日本代表の高山シェフが上位入賞しました。 
 

【経 緯】 
  日本代表シェフが使用するプロダクトデザインを手掛けるデザイナーからの 

依頼を受け、昨年秋に「燕三条ボキューズ・ドールプロジェクト」を組織して、

その製作に取り組んできたものです。 
 

【燕三条ボキューズ・ドールプロジェクト】製作企業 
 ㈱玉川堂、小林工業㈱、藤寅工業㈱、マルナオ㈱ 
 

【製作プロダクト】 
 別紙のとおり 
 
【その他】 
 「アンビエンテ2015」当センターブースにおいて展示・PRいたします。 

担当：燕三条ブランド推進室 山田・武田 
電話：0256-36-4123 
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